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＜連絡事項＞

· 12/16クリスマス忘年会を行う。本日より、各セクションで棟内の装飾を進めていくこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜外来情報提供＞

· 森田　清助様　～血圧高値続いているため、毎日血圧測定し様子観察していく。来週採血予定。

· 晴山　美智子様～本人より就労についての話の報告あり。主治医より「頑張っていきなさい」との
　　　　　　　　声掛けあり。

· 我満　奈津紀様～青明舎スタッフと食事作り行っている。主治医より、毎日継続して作るようにと
　　　　　　　　の声掛けあり。

· 河村　哲久様　～「仕事してたら頭痛がした」との訴え聞かれる。7日分頭痛薬臨時処方となって
　　　　　　　　いる。

＜利用者様情報＞

· 長瀬　紘一郎様～顎を抑えながら来所される。スタッフが声を掛けると「デイナイトに来る前、バ
　　　　　　　　ラ園の石垣につまずいて転んだ。手をポケットに入れていたから顎を打った」と
　　　　　　　　話される。下顎部に2～2.5cmの裂傷あり出血見られる。青明舎連絡し、青明舎
　　　　　　　　スタッフ同行にて赤田外科受診している。６針縫合し、化膿止め、鎮痛剤が処方
　　　　　　　　されている。今後、毎日受診の指示あったとのこと。

· 浜飯　政昭様　～昼食事、レストランに行く途中に石垣につまずき転倒。左眉下の１～２mm程度
　　　　　　　　擦過傷あり。消毒処置している。

· 晴山　美智子様～12/13から、南郷区の特別養護老人ホーム『クローバ－ズピア』にて、２週間試
　　　　　　　　行的に就労することになったと青明舎より情報提供あり。就業時間は９時～13
　　　　　　　　時、通勤は父親が送迎すると話されている。遅刻や欠勤があった際には、その時
　　　　　　　　点で不採用になるとのこと。

· 川口　八寿子様～前回受診時、変薬あり。その後、「眠気が強いから、就床前薬を自己調整し
　　　　　　　　ている」と話される。自己調整せず、生活に支障のある際には必ず主治医に相談
　　　　　　　　するよう声掛けしているも、「外来時に自己調整している事を主治医に伝えれば
　　　　　　　　良いから自己調整しながら様子を見るよう職員に言われた」と話される。再度、
　　　　　　　　自己調整せず、不都合のある際には必ず主治医に相談するよう伝えている。

· 田名部　浩平様～休憩時、声を出し笑いながら空手を行っている。他メンバーの付近で行われてお
　　　　　　　　り、ぶつかりそうになること見られる為、事故の原因になる事を説明しやめて頂
　　　　　　　　いているが、しばらくすると再び行われている。今後、面談を通し空手や太極拳
　　　　　　　　を行う時間と場所を話し合うこととしている。

· 井畑　光湖様～定時になっても来所されず電話連絡している。「デイケアに来ても話す人がいない　

から落ち込んでいる」と話される。とりあえず１度来るよう伝えると返事はするものも来所されない。再度電話すると「ボーっとしていました。休みます」とのこと。金曜日の外来時に本人と話し合い今後どのようにしていくか決める。

＜ケア会議報告＞

○古舘　ヨリ様（51歳）　統合失調症　デイケア利用

青山荘退所後、アパートでの単身生活をして1年になる。「デイケアで困っていることはない。糖尿病で血糖値が高い事が気になる。夜、お腹が減り間食してしまう。お金のことも心配だ」と話されている。

· 夜間の間食及び、体調管理について

現在、青山荘から夕食を持って帰っているが、汁物は持っていかないとのこと。汁物を摂取しないと満腹感を得られない事、結果として間食につながってしまう事を説明している。汁物を入れる容器を購入し、今後は汁物も持って帰ることとしている。

体重増加傾向にあり、現在65～66キロ。4月までに62キロに減量する事を目標としている。万歩計購入し、ウォーキングを継続して行っていく事としている。

· 余暇時間の活用

土日にやることがなく、寝ている事が多いとのこと。過去に編物の経験があり、現在デイケアで編み物をしている。活動開始当初は自信なくスタッフへの確認行為が頻回に見られていたが、現在では独力で進められるようになっている。鈎針を購入し、余暇活動の活用方法として編物を行う事となる。

